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1 はじめに
人類が抱える最も大きな謎の一つに「生命の起源は一体どのようなものか？」というもの
があります。そしてその謎を解くカギは、分子レベルの生物の世界を理解することにあると
いわれています。ミクロなスケールになると、化学的、もしくは物理的な側面が色濃く表れ
てきます。生物に対する物理学的なアプローチは、生物モデルに定量的な理解を与えるだけ
でなく、人類最大の謎を解くものとして期待されており、多くの物理学者、そして生物学者
が協力して研究を進めています。

2 講演内容
一見相いれないような２つの学問がどのように関わっているのか、生物学の中で物理学が
どのような視点を与えているのかなど基礎的なものを、具体的な例も含めて紹介したいと思
います。また、数学、物理系選考の人はほとんどの人が生物を履修していないと思うので
（講演者自身も生物は履修していなかった）、そういった予備知識なしで聞けるような講演に
するつもりです。
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